
「小規模事業者持続化補助金」 申請にかかる 

個別相談会の開催について 
 

小規模事業者自らが自社の経営を見つめ直し、商工会の助言等を受けて経営計画を作成した

うえで地道な販路開拓等に取り組む費用の補助を行う「小規模事業者持続化補助金」の申請に向

けた個別相談会を下記の通り開催致します。 

※本補助金は、販路開拓に係る費用を支援する「一般型」に加え、ポストコロナを踏まえた新

たなビジネスやサービス、生産プロセスの導入に取り組み、感染拡大防止と事業継続を両立さ

せるための対人接触機会の減少に資する前向きな投資を支援する「低感染リスク型ビジネス

枠」が設けられ、感染防止対策への投資も一部支援されます。 

申請には販路開拓の経営計画書の作成が必要となり、その内容が審査され採否が決定しま

す。 

 申請希望の方又は内容を詳しく知りたい方は下記により本会へお申し込みください。 
 

【 実施場所 】 くろかわ商工会 各事務所（大和・富谷・大郷・大衡） 

【 申込方法 】 下記申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ又は電話にてお申込み下さい。 

FAX の方： ０２２－３４５－０８９０（大和事務所） 

電話の方： 大和事務所 022-345-3106 / 富谷事務所 022-358-2205 

           大郷事務所 022-359-2142 / 大衡事務所 022-345-4692 
 
◆本補助金の内容については、裏面をご覧ください。 

◆「低感染リスク型ビジネス枠」申請には「ＧビズＩＤプライムアカウント」の取得が必要とな

りますが、取得には 3～4週間の期間を要します。お早めにご相談ください。 

◆補助対象者：小規模事業者 

≪ 卸売業・小売業 ≫                  常時使用する従業員の数 ５人以下 

≪ サービス業（宿泊業・娯楽業以外）≫ 常時使用する従業員の数 ５人以下 

≪ サービス業のうち、宿泊業・娯楽業 ≫ 常時使用する従業員の数 ２０人以下 

≪ 製造業・その他 ≫          常時使用する従業員の数 ２０人以下 
                                                                                                                                 

 

≪ 小規模事業者持続化補助金 個別相談会申込書 ≫ 
 

事 業 所 名 （業種：        従業員数  名） 

代 表 者 名  電話    －    － 

ご 担 当 者 名  FAX    －    － 

所 在 地  

相談希望日時 令和３年  月  日（  ）  午前・午後   時   分 

相談希望場所 

 
１．大和事務所 ２．富谷事務所 ３．大郷事務所 ４．大衡事務所 

 
※希望する相談場所の番号に〇をつけて下さい 

 ※申込いただいた方には、こちらから相談日時調整のご連絡をさせていただきます。

販路開拓と新型コロナウイルス感染症拡大防止及び事業継続を支援します！ 



小規模事業者持続化補助金 

■一般型                            
 

【対 象】 小規模事業者等  
※従業員数 商業・ｻｰﾋﾞｽ業5名以下(宿泊・娯楽業は20名以下)、その他業種20名以下 

【内 容】 販路開拓に係る費用について補助 

【補助上限】 50万円（補助率2/3） 
 (補助対象経費) ①機械装置費 ②広報費 ③展示会等出展費 ④旅費 ⑤開発費 ⑥資料購入費 ⑦雑役務費 

⑧借料 ⑨専門家謝金 ⑩専門家旅費 ⑪設備処分費 ⑫委託費 ⑬外注費 

 活用例  ・店舗の内装工事を行い、より多くの客が利用できるようなレイアウト変更を実施 

・新たに出前を開始したことをPRするチラシの作成、配布を実施 

・商品の梱包・パッケージを刷新し、ブランド力を向上 

【公募スケジュール】 全3回 

1次締切：令和3年6月4日（金）   3次締切：令和4年2月4日（金） 

2次締切：令和3年10月1日（金） 

 

■低感染リスク型 ビジネス枠                  

【対  象】 小規模事業者（上記「一般型」と同じ） 

【内 容】 ポストコロナを踏まえた新たなビジネスやサービス、生産プロセスの導

入等に係る費用を補助 

補助対象経費のうち1/4(最大25万円)を上限として感染防止対策を支援 

               補助対象経費の全額が対人接触機会の減少に質する取組であることが必要です。 

【補助上限】 100万円（補助率3/4）（内、感染防止対策費用25万円まで） 
(補助対象経費) ①機械装置等費 ②広報費 ③展示会等出展費(オンライン展示会) ④開発費 ⑤資料購入費  

⑥雑役務費 ⑦借料 ⑧専門家謝金 ⑨設備処分費 ⑩委託費 ⑪外注費 ⑫感染防止対策費 

 活用例  ・飲食業が、大部屋を個室にするための間仕切りの設置を行い、予約制とするため

のシステムを導入 

        ・旅館業が宿泊者のみに提供していた料理をﾃｲｸｱｳﾄ可能にするための商品を開発 

【公募スケジュール】 全6回 

1次締切：令和3年 5月12日（水）  4次締切：令和3年11月10日（水） 

2次締切：令和3年 7月 7日（水）  5次締切：令和4年 1月12日（水） 

3次締切：令和3年 9月 8日（水）  6次締切：令和4年 3月 9日（水） 


